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ポンプ設計における熱流体解析



22参考にさせて頂きました

高木先生の資料（第11回 勉強会@関西）



33参考にさせて頂きました

片山さんの資料（第17回 勉強会@関西）
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Validation (chtMultiRegionSimpleFoam)



ボイラ循環ポンプの構造と解析モデル

 

解析モデル

cooling
Water

カタログより抜粋
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検証事例１（実験と解析の比較）
hot

cool
比較的良い精度で温度分布を計算できる

（この資料では計測位置は非公開とさせて頂きます） 66



計算結果

ケーシング温度分布図 （ぼかし入り）

冷却水の温度分布 冷却水の速度ベクトル 77



検証事例２
冷却水
Q[l/min]

熱媒体

旋回流が伝熱
を促進する

ポンプケーシングの温度分布と water-jacket 内の流れ

冷却水入口出口温度差

実験とのずれ+10%

ジャケットカバ表面温度

実験とのずれ+3%

シールカバ表面温度

実験とのずれ-10%

解析モデルを簡略化しすぎ．

修正して解析中．
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Thermal siphon

文献によると給水ポンプを停止した後にthermal siphon circuits が形成されるらしい
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文献には

「停止後数時間で数十度の温度差ができる」とある

さて，本当か？⇒ simulation で調べる

Thermal siphon

本日の質問：

大気の自然対流を考慮する場合の境界条件は？

外部境界はどの程度の大きさが必要でしょう？

ケーシング温度分布と熱流体ベクトル図
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蓋あり



エラーが出て止まる⇒原因： deltaTが急激に小さくなる
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勉強会当日に下記アドバイスを頂戴しました

ありがとうございます！

・熱流体の出入り口を作るとよい

（閉じた領域だと不安定になり発散した経験あり）

境界条件はInletOutlet系にするとよい

・ケーシングと大気との間に熱伝達率を設定するとよい

これで熱収支を計算する．流れは解かない．

（この設定がないと実験と計算が合わなかった経験あり）

その後，モデルと境界条件を修正しました．

お陰様で解析は上手く行き，Thermal siphon 形成中です．

進捗は追ってご報告いたします．

以上 1212


